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主論文 

A new nomogram of urinary flow rate and volume based on multiple measurements per healthy 

adult Japanese men using a portable uroflowmeter (P-Flowdiary®) 

 

日本人男性における携帯式尿流量計(P-Flowdiary®)を用いた排尿量/尿流量に関する年齢

階層別ノモグラムの作成 

 

  Masatake Shinohara, Kazumasa Torimoto, Chie Matsushita, Daisuke Gotoh, Hisashi 

Yoshida, Toshihisa Saka, Yoshihiko Hirao, Akihide Hirayama, Kiyohide Fujimoto  
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論文審査の要旨 

 

日本人健常男性の排尿量と最大尿流量に関して、新たな年齢階層別ノモグラムの作成

が長年待望されていた。本研究は、当該教室で開発し汎用されている携帯式尿流量計を

用いてノモグラムの作成を目的とした。被験者 101 例での解析の結果、排尿量と最大尿

流量の高い相関を明らかにし、二次近似曲線との寄与率が最も高く、膀胱過伸展による

虚血再灌流が収縮力低下をもたらす可能性に言及した。さらに日本人男性の信頼性が高

い一般化線形モデルによる年齢階層別尿流ノモグラムを作成した。本ノモグラムは新た

な排尿障害診断の一助となる有意義な研究成果であり、今後の発展も期待される。 

公聴会では、個人レベルの回帰曲線と集団レベルの回帰曲線が異なる理由についての

質問に、現状の問題点に加えて混合線形モデルの適用を交えて適切に返答した。今後の

臨床研究の方向性については、残尿や膀胱内圧測定のデータを合わせて評価し、中枢神

経疾患での活用を含めた疾患毎のパターン解析の必要性について言及した。普遍性を高

める方策と課題についても的確に回答された。 

以上より、主論文の内容と公聴会での質疑、および参考論文と合わせて、審査委員す

べてが適と判断し、博士（医学）の学位に値する研究であると考える。 
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以上、主論文に報告された研究成績は、参考論文とともに泌尿器病態機能制御医学の進

歩に寄与するところが大きいと認める。 
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